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当社は、SDGsの達成に向けて、後述の取組を含む社内外に好循環を生み出す取組を推進し、PDCA
（計画-実行-評価-改善）サイクルに沿った継続的な取組およびその改善を、ここに宣言します。

カテゴリ テーマ 具体的な取組 関連するゴール

人権・労働
従業員それぞれがいきいきと
活躍できる環境を整備します。

⚫ 時代の要請に合わせ、従業員の多様性やそれぞれ
のライフスタイルを尊重した勤務形態となるよう
就業規則を見直します。

⚫ 2025年度までに、キャリアパスの明確化とやる気
次第で活躍の場が広がるような教育制度・評価制
度を検討・構築します。

環境
資源を有効活用し、環境負荷
を低減させる経営に取り組み

ます。

⚫ 井戸水や再生材を可能な限り積極的に活用します。
⚫ メガソーラー等の太陽光発電を通じて、クリーン

エネルギーを創出・供給します。
⚫ 自社の排出するCO2量を把握し、2030年までに排

出量を2022年比で10％削減します。

製品・サー
ビス

社会インフラ整備の役割を全
うします。

お客様の多様なニーズに応え
られる人材を増やし、サービ
ス内容改善に努めます。

⚫ 長年培ったノウハウを活用し、質の高い堅牢な工
事を提供し続けます。

⚫ 多様な許認可を活かし、お客様ニーズに合った
サービス（水道・ガス設備工事、電気工事、リ
フォーム工事などのすまいの総合サービス）を複
合的に提供することで満足度の向上に努めます。

⚫ 事業の多角化により、時代が変遷しても現状の事
業規模を保ち、従業員・地域のためになる企業と
して生き残っていきます。

内部管理・
組織体制

内部体制の強化を通じて、持
続的な発展を目指します。

⚫ 経営理念を2024年度中に明文化し、全社的に共有
することでガバナンスの強化に努めます。

⚫ コンプライアンス遵守、自動車の安全運転管理、
防災・労災に関する担当者を明確化・分散するこ
とで、従業員の経営関与を高め、リスク管理など
の組織体制を強化します（2025年度までに）。

⚫ 「長野県SDGs推進企業登録制度」への登録に向
けて取組みます。

社会貢献・
地域貢献

雇用の創出や教育・災害時の
拠点提供を通じて地域社会に

貢献します。

⚫ 災害発生時には事業所の一部を避難場所として開
放します。

⚫ 新卒・中途採用共に、地元での採用を積極的に行
います。

⚫ 地区行事への参加や防災教育（危険物の取扱いな
ど）を通じて、地域企業の一員として責任を果た
します。


